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し
の
ぐ
年
間
八
千
人
も
の
ダ
イ
バ
ー
が
訪

れ
、
注
目
を
浴
び
て
い
ま
す
。
郵
便
局
長

の
ア
イ
デ
ア
で
生
ま
れ
た
水
深
十
メ
ー
ト

ル
に
あ
る
ポ
ス
ト
は
「
世
界
一
深
い
ポ
ス

ト
」
と
し
て
ギ
ネ
ス
ブ
ッ
ク
に
登
録
さ
れ
、

一
万
人
を
超
え
る
ダ
イ
バ
ー
が
投
函
に
訪

れ
て
い
ま
す
。

ダ
イ
バ
ー
に
海
を
開
放
す
る
漁
協
は
増

え
て
い
ま
す
が
、
事
業
自
体
は
民
間
業
者

が
行
う
た
め
、
売
上
が
地
元
に
入
り
ま
せ

ん
。
こ
う
し
た
現
状
と
一
線
を
画
す
事
業

を
展
開
す
る
の
が
、
す
さ
み
町
に
あ
る

「
ク
ラ
ブ
ノ
ア
す
さ
み
」
の
松
田
猛
司
社

長
で
す
。
平
成
六
年
か
ら
地
元
貢
献
型
リ

ゾ
ー
ト
開
発
の
説
明
会
を
開
い
て
漁
業
関

係
者
の
説
得
に
努
め
、
平
成
七
年
に
は

「
株
式
会
社
ノ
ア
す
さ
み
」
を
設
立
、
平

成
八
年
に
営
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

伊
勢
エ
ビ
漁
の
盛
ん
な
当
地
で
は
、
漁

場
と
な
る
岩
礁
の
開
放
に
は
強
い
抵
抗
感

一
方
、
ダ
イ
ビ
ン
グ
料
金
か
ら
こ
れ
ら

の
経
費
を
差
し
引
い
た
残
額
で
、
ガ
イ
ド

の
人
件
費
や
光
熱
費
な
ど
の
ク
ラ
ブ
ノ
ア

す
さ
み
の
運
営
費
用
を
ま
か
な
い
ま
す
。

会
社
の
資
本
金
は
二
千
万
円
。
う
ち
五

一
％
を
漁
協
が
、
残
り
の
大
半
を
漁
協
の

組
合
員
が
出
資
し
て
い
ま
す
。
協
同
組
合

に
近
い
運
営
形
態
と
す
る
「
コ
ー
ペ
ラ
テ

ィ
ブ
」
の
考
え
方
だ
か
ら
こ
そ
、
関
係
者

全
員
が
公
平
に
利
益
を
得
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
す
。

松
田
氏
が
こ
う
し
た
利
益
還
元
の
運
営

手
法
を
徹
底
す
る
の
は
、
か
つ
て
勤
め
て

い
た
会
社
が
行
っ
た
地
元
を
無
視
し
た
リ

ゾ
ー
ト
運
営
に
疑
問
を
感
じ
、
会
社
を
離

れ
た
経
験
が
あ
る
か
ら
で
す
。
同
じ
考
え

の
従
業
員
と
一
緒
に
、
そ
の
と
き
か
ら
地

元
貢
献
型
の
リ
ゾ
ー
ト
づ
く
り
を
目
指
し

ま
し
た
。
地
元
全
体
が
豊
か
に
な
る
た
め

に
、
個
人
や
企
業
で
は
な
く
関
係
者
全
員

が
オ
ー
ナ
ー
と
な
り
、
利
益
は
地
元
に
再

投
資
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
松
田
氏
の

事
業
は
、
そ
ん
な
コ
ー
ペ
ラ
テ
ィ
ブ
（
協

同
）
の
精
神
に
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

見
老
津

み

ろ

づ

駅
舎
に
開
設
さ
れ
た
南
紀
枯
木

灘
海
洋
生
物
研
究
所
（
現
在
は
移
設
さ
れ
、

水
族
応
用
生
態
研
究
所
と
し
て
存
続
）
の

運
営
費
は
全
額
、
地
元
へ
の
再
投
資
と
し

て
、
ク
ラ
ブ
ノ
ア
す
さ
み
が
出
資
し
て
い

ま
す
。

ノ
ア
す
さ
み
は
、
マ
ン
ボ
ウ
と
一
緒
に

泳
げ
る「
マ
ン
ボ
ウ
ダ
イ
ブ
」
な
ど
、
ユ
ニ
ー

ク
な
企
画
を
次
々
に
打
ち
出
し
ま
し
た
。

マ
ン
ボ
ウ
は
、
ダ
イ
バ
ー
が
一
生
に
一
度
出

会
う
か
ど
う
か
と
い
う
「
幻
の
魚
」で
す
。

実
は
こ
の
マ
ン
ボ
ウ
、
地
元
の
漁
師
の
網

に
か
か
っ
た
の
を
譲
り
受
け
、
い
け
す
で

餌
付
け
し
て
海
に
放
し
た
も
の
な
の
で
す
。

冬
場
に
は
、
年
越
し
で
ダ
イ
ビ
ン
グ
を

楽
し
む
「
水
中
で
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
」
や
、

水
温
が
十
五
度
を
切
る
と
千
円
キ
ャ
ッ
シ

ュ
バ
ッ
ク
す
る
「
あ
っ
た
か
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

も
実
施
し
ま
し
た
。
す
さ
み
の
海

は
冬
も
暖
か
く
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
適

用
が
ニ
ュ
ー
ス
に
な
る
ほ
ど
。
話
題

作
り
と
同
時
に
、
一
年
を
通
じ
て

楽
し
め
る
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
す
る

効
果
も
生
ん
で
い
ま
す
。

ダ
イ
ビ
ン
グ
の
ト
ッ
プ
シ
ー
ズ

ン
は
五
月
か
ら
十
月
で
、
伊
勢
エ

ビ
漁
が
行
わ
れ
る
九
月
中
旬
か
ら

四
月
末
と
重
な
ら
な
い
た
め
、
漁

の
少
な
い
時
期
の
収
入
を
補
う
点

で
も
有
利
で
す
。
ダ
イ
バ
ー
と
海

へ
出
る
こ
と
で
漁
場
の
監
視
も
行
え
、
密

漁
の
抑
止
効
果
も
得
ら
れ
ま
し
た
。

自
然
を
利
用
す
る
事
業
は
、
初
期
投
資

が
少
な
い
の
が
利
点
で
す
。
し
か
し
、
自

ら
も
職
業
潜
水
士
の
資
格
を
持
つ
松
田
氏

は
、
事
業
の
開
始
前
に
す
さ
み
の
海
が
ダ

イ
バ
ー
に
と
っ
て
魅
力
あ
る
ポ
イ
ン
ト
か

ど
う
か
、
専
門
的
な
立
場
か
ら
十
分
な
検

討
を
重
ね
ま
し
た
。
た
と
え
ば
「
見
せ
る

商
品
」
で
あ
る
魚
が
数
多
く
棲
息
す
る
こ

と
も
重
要
な
条
件
の
一
つ
で
す
。

ノ
ア
す
さ
み
は
四
年
目
で
早
く
も
黒
字

に
転
換
し
、
平
成
十
四
年
度
の
売
上
は
六

千
万
円
を
超
え
ま
し
た
。
全
国
の
自
治
体

や
漁
業
関
係
者
の
見
学
が
相
次
ぎ
、
地
域

開
発
の
依
頼
も
受
け
て
い
ま
す
。
グ
ル
ー

プ
全
体
の
事
業
は
、
東
京
都
小
笠
原
村
の

紀
伊
半
島
南
西
部
に
位
置
す
る
和
歌
山

県
す
さ
み
町
は
、
本
州
最
南
端
に
ほ
ど
近

い
人
口
約
五
千
七
百
人
の
町
で
す
。
Ｊ
Ｒ

周
参
見
駅
は
大
阪
・
天
王
寺
か
ら
特
急
で

二
時
間
二
〇
分
。
黒
潮
の
流
れ
る
太
平
洋

に
面
し
、
全
国
有
数
の
ケ
ン
ケ
ン
船
の
基

地
と
し
て
カ
ツ
オ
や
ブ
リ
等
の
漁
業
が
盛

ん
で
す
。
豪
壮
な
リ
ア
ス
式
海
岸
は
熊
野

枯
木
灘
海
岸
県
立
自
然
公
園
に
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

こ
こ
数
年
、
ス
キ
ュ
ー
バ
ダ
イ
バ
ー
を

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
観
光
事
業
に
地
元
漁

協
が
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
町
の
人
口
を

和
歌
山
県
す
さ
み
町

地
元
貢
献
型
リ
ゾ
ー
ト
開
発

―
ダ
イ
ビ
ン
グ
事
業
に
賭
け
る
漁
協
の
取
り
組
み

が
あ
り
ま
し
た
。
漁
業
関
係
者
の
理
解
を

得
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
松
田
氏
発
案

の
地
元
振
興
型
事
業
シ
ス
テ
ム
が
あ
っ
た

か
ら
で
す
。
休
憩
室
や
シ
ャ
ワ
ー
室
、
圧

縮
空
気
を
タ
ン
ク
に
詰
め
る
コ
ン
プ
レ
ッ

サ
ー
な
ど
は
、
漁
村
地
域
活
性
化
事
業
と

し
て
県
と
町
か
ら
総
額
三
千
五
百
万
円
の

助
成
を
受
け
て
、
漁
協
が
整
備
し
ま
し
た
。

漁
協
の
収
入
は
、
定
額
の
施
設
賃
貸
料
の

ほ
か
、
ダ
イ
バ
ー
が
支
払
う
環
境
保
全
協

力
金
と
タ
ン
ク
使
用
料
で
す
。

ま
た
、
ダ
イ
バ
ー
の
移
動
も
、
漁
船
を
使

っ
た
輪
番
制
で
す
。
チ
ャ
ー
タ
ー
代
は
、

乗
客
一
人
に
つ
き
一
日
三
千
五
百
円
程
度

で
、
漁
師
の
収
入
と
な
り
ま
す
。
船
を
出

す
経
費
は
乗
客
数
に
関
係
な
く
同
じ
な
の

で
、
料
金
を
プ
ー
ル
し
て
お
い
て
稼
働
日

数
に
応
じ
て
公
平
に
参
加
漁
師
に
分
配
さ

れ
て
い
ま
す
。

ギ
ネ
ス
ブ
ッ
ク
に
も
載
っ
た

海
中
ポ
ス
ト
の
あ
る
町

キ
ー
ワ
ー
ド
は

「
コ
ー
ペ
ラ
テ
ィ
ブ
」（
協
同
）の
精
神

漁
業
者
が
事
業
の
主
役

母
島
や
徳
島
県
牟
岐
町
な
ど
、
八
つ
の
地

域
に
広
が
り
ま
し
た
。

最
近
で
は
修
学
旅
行
生
や
中
高
年
を
対

象
に
、
ヨ
ッ
ト
や
磯
遊
び
な
ど
の
レ
ジ
ャ

ー
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
ノ
ン
ダ
イ

バ
ー
層
を
取
り
込
め
ば
、
何
倍
も
の
観
光

客
を
呼
べ
る
か
ら
で
す
。
各
地
の
ク
ラ
ブ

ノ
ア
が
連
携
し
て
情
報
発
信
や
営
業
活
動

を
行
う
た
め
の
新
拠
点
「
Ｗ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
（
大

阪
市
）」
も
昨
年
設
立
さ
れ
、
幅
広
く
集

客
す
る
し
く
み
も
整
い
つ
つ
あ
り
ま
す
。

松
田
氏
は
今
後
、
衰
退
の
著
し
い
林
業

に
も
目
を
向
け
、
乗
馬
を
活
用
し
た
地
域

貢
献
型
の
リ
ゾ
ー
ト
開
発
の
検
討
を
始
め

て
い
ま
す
。「
用
意
周
到
な
マ
ー
ケ
ッ
ト

リ
サ
ー
チ
に
支
え
ら
れ
た
営
業
先
行
型
の

事
業
計
画
を
し
っ
か
り
作
る
こ
と
が
成
功

の
秘
訣
」
と
語
る
松
田
氏
。
地
元
の
「
想

い
」
を
大
切
に
し
た
リ
ゾ
ー
ト
開
発
へ
の

情
熱
は
衰
え
を
知
り
ま
せ
ん
。

※

ダ
イ
バ
ー
が
注
目
す
る
企
画
を

次
々
に
打
ち
出
す

お問い合わせ先 クラブノアすさみ　〒649-2621 和歌山県西牟婁郡すさみ町周参見4857-74 電話　0739-55-4511
e-mail: noah-s@cello.ocn.ne.jp   URL: http://www12.ocn.ne.jp/̃noah-s/

※
潜
行
板
と
呼
ば
れ
る
舟
形
の
板
で
疑
似
餌
を
海
中
に

潜
ら
せ
て
魚
を
釣
る
漁
法
。

四
年
目
で
黒
字
に
転
換

今
後
は
林
業
に
も
目
を
向
け
た
い

和歌山県 

すさみ町 

障害者ダイビング
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平
成
十
六
年
二
月
十
九
日
（
木
）
か
ら

二
十
三
日
（
月
）
の
五
日
間
、
広
島
県
広

島
市
の
福
屋
広
島
駅
前
店
八
・
九
階
催

事
場
で
、
電
源
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
主
催

で
「
電
気
の
ふ
る
さ
と
じ
ま
ん
市
広
島
」

を
開
催
し
ま
す
。

こ
の
物
産
展
は
、
電
源
地
域
の
た
ゆ
ま

ぬ
努
力
と
創
意
工
夫
に
よ
っ
て
生
み
出
さ

れ
た
特
産
品
を
販
売
・
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ

と
を
目
的
に
毎
年
一
度
、
各
地
の
主
要
都

市
を
選
定
し
て

開
催
し
て
い
る

も
の
で
、
今
回

が
十
一
回
目
に

な
り
ま
す
。
北

海
道
か
ら
沖
縄

ま
で
の
さ
ま
ざ

ま
な
電
源
地
域
市
町
村
が
出
展
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
皆
様
の
お
越
し
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

「
電
気
の
ふ
る
さ
と
じ
ま
ん
市
広
島
」を

開
催
し
ま
す

部
長

山
中
芳
朗
氏
）」
を
テ
ー
マ
に
地
域

振
興
事
業
検
討
会
を
開
催
。
そ
れ
ぞ
れ
の

検
討
会
で
は
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
講

師
に
よ
る
基
調
講
演
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、
午
後
か
ら
は
少
人
数

制
に
よ
る
ゼ
ミ
形
式
の
分
科
会
を
多
数
実

施
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
検
討
事
例
と
し

て
、
岩
手
県
東
和
町
、
兵
庫
県
生
野
町
な

ど
本
誌
で
取
り
上
げ
た
事
例
を
中
心
と
し

て
取
り
上
げ
、
そ
の
手
法
や
ノ
ウ
ハ
ウ
に

つ
い
て
事
業
の
担
当
者
か
ら
直
接
話
を
聞

く
な
ど
、
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

ま
た
、
地
元
高
浜
町
は
、「
若
狭
た
か

は
ま
漁
火
想
」
へ
の
取
り
組
み
及
び
今
回

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
プ
ラ
ザ
を
契
機
に
、
通
年

型
宿
泊
客
の
確
保
な
ど
の
旅
館
・
民
宿
の

活
性
化
へ
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
町
内

の
観
光
産
業
活
性
化
の
き
っ
か
け
と
し
た

い
、
と
発
表
し
ま
し
た
。

今
回
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
プ
ラ
ザ
で
は
、
高

浜
町
観
光
協
会
と
連
携
し
、
町
内
の
旅

館
・
民
宿
に
宿
泊
し
た
参
加
者
（
約
三
百

人
）
に
対
し
、
二
日
目
の
夕
食
と
し
て

「
若
狭
ふ
ぐ
」
の
コ
ー
ス
料
理
を
用
意
い

た
し
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、「
本
場

の
ふ
ぐ
は
大
変
お
い
し
か
っ
た
。
宿
泊
先

で
暖
か
い
も
て
な
し
を
い
た
だ
き
、
三
日

間
ゆ
っ
く
り
と
滞
在
で
き
た
」
等
の
声
が

聞
か
れ
、
大
変
好
評
で
し
た
。

（財）電源地域振興センター　産業育成部　販売支援課

電話　03-5562-9810 e-mail  hansoku@div.dengen.or.jp
お問い
合わせ先

昨
年
度
は
宮
城
県
仙
台
市
で
開
催

商談会
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地
域
協
働
力
を
テ
ー
マ
と
し
て

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
プ
ラ
ザ
2
0
0
3
福
井
・
高
浜
町
」を
開
催

高
浜
町
の
旅
館
・
民
宿
に
よ
る
宿
泊
客
へ
の

若
狭
ふ
ぐ
の
コ
ー
ス
料
理
が
大
好
評
！

今
年
で
十
八
回
目
を
迎
え
る
「
エ
ネ
ル

ギ
ー
プ
ラ
ザ
2
0
0
3
福
井
・
高
浜
町
」

を
去
る
十
一
月
五
日
（
水
）
か
ら
七
日

（
金
）
ま
で
福
井
県
高
浜
町
に
て
開
催
い

た
し
ま
し
た
。

今
回
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
プ
ラ
ザ
は
「
地
域

協
働
力
」
を
全
体
テ
ー
マ
と
し
て
、
全
国

か
ら
電
源
立
地
地
域
の
関
係
者
が
一
同
に

集
い
、
地
域
振
興
に
関
す
る
実
践
力
を
高

め
る
こ
と
な
ど
を
目
的
と
し
て
開
催
し
ま

し
た
。
当
日
は
全
国
各
地
か
ら
六
百
名
を

超
え
る
参
加
者
が
集
ま
り
ま
し
た
。

ま
ず
、
開
会
式
で
は
、
経
済
産
業
省
資

源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
の
日
下
一
正
長
官
か
ら

ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
（
寺
坂
電
力
・
ガ
ス

事
業
部
長
が
代
読
）、
続
い
て
、
生
活
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
北
山
孝
雄
氏
が
講
演
を

行
い
ま
し
た
。

講
演
会
の
中
で
、
北
山
氏
は
「
戦
後
五

十
年
間
、
日
本
人
は
人
よ
り
自
分
は
ど
う

な
の
か
と
い
う
相
対
的
な
価
値
観
で
生
き

て
き
た
。
二
十
一
世
紀
は
人
と
交
流
し
、

家
族
や
友
人
を
始
め
、
地
域
の
生
活
者
み

ん
な
で
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
こ
と
が
必

要
な
時
代
で
あ
る
。
人
が
集
ま
る
ま
ち
は

以
前
の
よ
う
に
大
き
な
建
物
が
あ
る
だ
け

の
ま
ち
で
は
な
く
な
っ
て
く
る
で
あ
ろ

う
」
な
ど
と
述
べ
ま
し
た
。

続
く
二
日
目
は
、「
地
域
間
交
流
（
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
　
㈱
総
合
市
場
研
究
所

代
表
取
締
役

渡
辺
均
氏
）」「
住
民
参
加

型
ま
ち
づ
く
り
（
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

㈱
日
本
総
合
研
究
所

上
席
主
任
研
究
員

岸
田
拓
士
氏
）」「
地
域
事
業
経
営
（
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
　
㈱
北
海
道
科
学
技
術
総

合
振
興
セ
ン
タ
ー
ク
ラ
ス
タ
ー
推
進
部

生活プロデューサーの北山孝雄氏


